
第１１回 歴史＆ハイキング愛好会 例会実施報告 

当番幹事 川股賢三 

第１１回例会を１月２１日（木）に参加者２０名で開催いたしました。この例会の企画にあたって改

めて千葉支部のサークル活動の足跡を調べますと現サークルは歴史サークルとハイキングクラブを合

併したものです。旧サークル時代に二つのサークルで計１０４回の例会が開催され、合併後に１０回例

会が持たれており、千葉とその周辺の名所旧跡をほぼ総て探索やハイキングし尽くておりました。 

今回はテーマを初詣に絞ってみると東京近郊で多数の参拝者があるのは明治神宮・浅草寺（東京都）・

鶴岡八幡宮・川崎大師（神奈川県)・成田山新勝寺（千葉県）などがあります。この中で過去のハイキ

ングや歴史サークルで散策をしていないのが唯一、川崎大師です。そこで川崎大師を今回の探索地と定

めはしたもの横にある瀋秀園以外に適当な散策地が見当たらず、ネットサーフインを繰り返して、腰痛

持ちや高齢で足腰の弱ってきた会員が参加できることを条件に捜し、旧東海道の川崎宿の紹介施設(東

海道かわさき宿交流館)・浮世絵の資料館(砂子の里資料館)・味の素川崎工場見学会など屋内の活動を

中心しました。 

当初は松の内に川崎大師の初詣を検討しましたが、正月くらい、ゆっくり自宅で過ごしたいとの会員

の声があり、川崎大師の初大師（２１日）に参詣することとしました。 

 

例会開催の２１日は大寒の入りで大変寒い中、千葉県在住の我々は２時間前後をかけて川崎市川崎区

鈴木町の味の素川崎工場内「うま味体験館ロビー」に集合時刻の１０時１５分に全員が揃いました。 

１０時２０分から本日の最初の行程の「ほんだし」見学コースをスタートする。見学コースの最初に「う

ま味体験館」１階のホールで「うま味」の発見経過などを８台のプロジェクターを使用し４面の壁をス

クリーンとしたビデオ説明を受け、東京ドーム７個分の広い敷地内の「ほんだし」製造工場へバスで移

動した。途中、鈴木町の命名由来の説明を受けた。この町名は味の素株式会社の創業者鈴木三郎助氏の

氏名からとったもので住民登録者は１名もいない町だそうです。また、事務所前の小さい庭には創業者

鈴木三郎助氏の立派な銅像が建てられていた。 

「ほんだし」製造工場は７階建のビルで縦型のロボット工場であり、最上階で原料(鰹節など)投入し、

各階ごとに原料を砕く作業、粒状化作業そして小袋詰め・小売パッケージ梱包・輸送用段ボール詰めま

ですべて自動化生産が行われていた。ラインには作業員が見かけられず、工程中間での品質管理者とラ

インの管理者のみが見られる無人工場であった。 

輸送用段ボール詰めも小売店用・増量キャンペン小売り店用・業務用と３本のラインで目的ごとにパ

ッケージされていた。 

また、５階では昔懐かしい鰹節削器を使っての鰹節削り体験や花かつおの美味しさ体験が出来た。 

   

  鰹節削りに挑戦(六角)    花かつおで味を確認(六角) 



「うま味体験館」に戻り、２階の教室でうま味調味料の「味の素」や「ほんだし」の利用効果を小さい

おにぎりやみそ汁で体験した。 

    

 うまみの体験教室１(川股)   うまみの体験教室２(六角) 

工場見学を終了し１階ロビーに降りる、ここでは家族思いの参加者が合わせ調味料やスープ等を購入

していた。売店の反対側には創業時からの製品パッケージが展示してあり、世界中に輸出されているこ

とがうかがわれた。 

工場規模を理解いただく為に後で聞いた話だと京急大師線の港町駅、鈴木町駅、川崎大師駅、東門前

駅が工場用地内にあり、現在は線路用地を京急へ賃貸借しての運用とのことでした。 

この規模で従業員数は３０００名強で大半が事務職・研究職とのことでした。その為に完成品の「Cook 

Do」や「ほんだし」などは一カ所の完全自動倉庫に納入され、コンピュータで管理する等の省力化・無

人化物流が見られた。 

次に鈴木町駅から川崎大師駅へ電車移動し、駅前で川崎大師関連資料を配布し、再集合場所を確認し

て１時間の昼食休憩とした。 

   

 鈴木町駅前(六角)    川崎大師駅前(六角) 

昼食時間中に、ここでも家族思いの会員は名物の「久寿餅」や「のど飴」を購入し、重い荷物を下げ

ていた。 

   

 参道(川股)        のど飴のカット風景(川股) 



午後１時１０分に川崎大師(平間寺)の大山門前に集合して、有名な寺院にしては境内が狭いが大本

堂・不動堂・聖徳大子堂・経蔵・遍路大師像・釈尊像・八角五重塔・薬師殿などあり、見学と参詣に３

５分では時間不足であった。 

  

 大山門(川股)(１月７日)     大本堂(川股) 

   

 八角五重塔(川股)     遍路大師像(川股) 

  

 釈尊像(川股)      薬師殿(川股) 



不動門に集まり、平間寺の横にある大師公園へ向かい、川崎市と瀋陽市友好都市提携５周年記念して

作られた中国式庭園「瀋秀園」を散策した。 

瀋陽市は満州国時代は奉天市と呼ばれ、清国の最初の首都で奉天府と呼ばれた都市です。 

  

  正面入口(川股)     見晴台(川股) 

   

   見晴台からの園内(川股)   園内を散策する参加者(川股) 

東門前駅から京急川崎駅に向かう、電車は川崎大師のマーク付きで運行しており、観光客の誘致に努

めている。途中の港町駅のプラットホームには美空ひばりの「港町１３番地」の楽譜が壁一面に書かれ

ているのを車中から眺めた。 

  

 電車の初大師マーク(川股)   港町１３番地の楽譜(川股) 

 



   

 港町１３番地の楽譜(川股)   工場用地後の高層マンション群(川股) 

私は集合前に港町駅(旧コロムビア前)に降りて確認したところ、近くに元コロムビア・レコードのプレス工場

があり、現在は売却されてマンション街になっています。電車接近メロディーとして「港町１３番地」の曲が使

用されています。南口の改札を出るとひばりの歌碑がありました。 

 

京急川崎駅到着後、旧東海街道を通って「東海道かわさき宿交流館」に向かう。１階で解説ビデオを

見た後、２階・３階に分かれて見学する。 

２階では説明員によって川崎宿の由来が紹介された。この宿は元和９年(1923年)に品川・神奈川宿の

伝馬負担を軽減するために開設された。ピーク時には７２軒の旅籠をあり、東海道でも有数の繁栄した

宿場街であった。戦災で歴史的な建造物は大部分が焼かれ、現在は街並みは変化し、本陣跡・問屋場跡・

高札場跡など表示のみが見られるのみ。そこで交流館では古文書・古地図を元に宿場の街並みをジオラ

マや地図に再現して見せている。２階のフロアーには部屋一杯街並みが書かれおり、展示場にはジオラ

マが見れれる。特に航空写真と地図の比較で東海道の道筋だけが昔のままであったのが印象的でした。 

   

  川崎宿の解説(六角)   さすがに疲れて一服(川股) 

この宿は脇本陣が無く、三軒の本陣があったようだ。このうちの一軒佐藤本陣の子孫に詩人佐藤惣之

助氏がいる。彼は「青い背広」「人生劇場」「六甲おろし」の作詞者として知られている。 

３階を使用して、川崎市成り立ちから現在の川崎市を説明パネルや写真を使用して解説がされていた。



また、３階までの階段には一段ごとに広重の東海道５３次の浮世絵が描かれていて雰囲気を醸し出して

いた。 

引き続き、砂子の里資料館(浮世絵のコレクターで所有の版画を公開されている。)に立ち寄つた。こ

こは１月７日に下見をした時には２月８日まで休館の表示があって見学をあきらめたが、東海道かわさ

き宿交流館へ行く道筋にあり、ドアが開いているので確認すると会館中になっており、急遽帰りに追加

して見学をすることとした。今回の展示は初代広重「東海道五拾三次之内 保永堂版全揃」と川崎の生

んだ浜田庄司(益子焼の陶芸作家・人間国宝)展であり。東海道５３次の宿場に日本橋・京三条を加えた

５５枚の版画を展示していた。その内の一部の宿は初刷と後刷の二枚が展示されていた。浮世絵マニア

にとっては大変興味ある展示ではと感じた。 

京急川崎駅に引き返して予定の通り１５時３０分頃本日の行程すべてを事故もなく終了した。次回に

ついて当番幹事の木頃さんから案内があり、３月下旬の暖かくなり、花の咲くころを狙って「ふなばし

アンデルセン公園」などの散策を企画中との案内があり、３月の再開を約した解散した。 

 

参加者氏名は集合写真の下の欄を参照して下さい。 

 

 

集合写真(六角撮影)氏名(敬称略) 
一列目・橋本裕一郎、遠藤哲也、小澤敏宣、岩田芳秀、西長義方、山田昌之の６名 

二列目・六角 学、牧田賢二、藤井弘道、木頃勝紀、佐々木梧郎、岩崎正憲、川上 昇、川股賢三、 

 野田 佑、湯浅尋夫、住田勝治、宮武 亨、川島省三、田代 周の１４名 

スナップは六角氏撮影のものを一部使用して有ります。 

次葉のスナップは六角さん撮影のものです。 
                                      以上 



＊「うま味体験館」和風だしの素「ほんだし」の講義！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊京急川崎大師駅から川崎大師 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


